ビジネス基礎　確認テスト　第１回
第１章　商業の学習ガイダンス（P.6～22）
	年　　　　組　　　　番
	得　　　　　　点

	名　前
	
	



［１］次の文が正しければ○を，誤っていれば×をつけなさい。
（１）現代のビジネスの世界は，変化がはげしく，発展のスピードもはやい。
（２）顧客満足の実現は，ビジネスの世界ではあまり重要ではない。
（３）日本は大きな経済成長を続けているので，日本の企業は国内のビジネスに重点をおくべきである。
（４）こんにちの日本では，新しいビジネスを生み出し，社会に貢献することが求められている。
（５）ビジネスの世界では，情報通信技術を活用し，情報を適切に処理し活用する能力を身につける必要がある。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［２］次の文の（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
（１）企業の活動を一定のルールに従って，記録し，報告する技術を（　　　）という。
（２）新しい技術やアイディアを生み出す力を（　　　）という。
（３）他人にたよらず，自分自身の力でなんとかしようとする（　　　）のある行動を心がける。
（４）チームワークをよくするために，人と人とのつながりを大切にした（　　　）をきずくことが必要である。
（５）常に発展し，変化するビジネスの世界では，一生学び続けようとする（　　　）の姿勢が求められる。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［３］次の文の問いに，正しいものを解答群から選び記号で答えなさい。
（１）企業がお客のニーズを満たすために行うさまざまな活動について学ぶ分野はどれか。

ア．マーケティング分野　　　イ．会計分野　　　ウ．ビジネス情報分野
（２）自分の行動によって出た結果には，自分で責任をもつという意識を何というか。

ア．倫理観の意識　　　イ．社会貢献の意識　　　ウ．自己責任の意識
（３）次の商業の科目のうち，総まとめの科目とされているのはどれか。

ア．ビジネス基礎　　　イ．情報処理　　　ウ．総合実践
（４）企業のコンピュータが情報のやりとりをするための活動に関係しているのは，次のどれか。

ア．地球環境をよくする技術　　　イ．高度情報通信技術　　　ウ．企業活動を記録する技術
（５）中小企業診断士や情報処理技術者などのスペシャリストの試験を何というか。

ア．学習試験　　　イ．資格試験　　　ウ．模擬試験
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


１５（問中）








